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「連結注記表」および「個別注記表」につきましては、法令および当社定款第１７条の

規定に基づき、当社ウェブサイト（http://www.morinagamilk.co.jp/corporate/ir/ 

stock/info.html）に掲載することにより、株主のみなさまへご提供しております。 



連結注記表 

 

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 (1)連結範囲に関する事項 

当連結計算書類に含まれた連結子会社は次の30社であります。 

㈱デイリーフーズ 東北森永乳業㈱ ㈱フリジポート 東洋乳業㈱ 
エムケーチーズ㈱ ㈱クリニコ ㈱東京デーリー ㈱リザンコーポレーション

森永北陸乳業㈱ ㈱トーワテクノ ㈱森乳サンワールド ㈱シェフォーレ 

清水乳業㈱ 森永酪農販売㈱ 東洋醗酵乳㈱ 北海道森永乳業販売㈱ 

㈱ナポリアイスクリーム 浦幌乳業㈱ ㈱エフディーサービス ミライGmbH 

森永ﾆｭｰﾄﾘｼｮﾅﾙﾌｰｽﾞInc. 日本製乳㈱ 冨士乳業㈱ 沖縄森永乳業㈱ 

熊本乳業㈱ 横浜乳業㈱ 森永エンジニアリング㈱ 北海道保証牛乳㈱ 

ﾊﾟｼﾌｨｯｸ･ﾆｭｰﾄﾘｼｮﾅﾙﾌｰｽﾞInc. ｴﾑ･ｴﾑ･ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ･ﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ㈱   

（注１）前期まで非連結子会社であった浦幌乳業㈱は、重要性が増したため、当期より連結子会

社に移行いたしました。 

（注２）㈱トーワテクノは、非連結子会社であった豊和機械㈱を平成25年４月１日に吸収合併

いたしました。 

（注３）連結子会社であった九州森永乳業㈱は、平成25年７月に会社清算いたしました。 

 

なお、非連結子会社の森永牛乳販売㈱ほか31社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、

売上高、当期純損益及び利益剰余金（持分に見合う額）等はいずれも当連結計算書類に及ぼ

す影響に重要性が乏しいため連結の範囲から除いております。 

 

 (2)持分法の適用に関する事項 

①持分法を適用した会社 ： ㈱関西流通ほか2社 

  なお、持分法適用の関連会社であったハルビン森永乳業㈲は、持分を譲渡したため、持分

法適用の関連会社から除外いたしました。 

  

②持分法を適用しない非連結子会社または関連会社 

非連結子会社  ： 森永牛乳販売㈱ほか28社 

関連会社    ： 森永リスクコンサルティング㈱ほか６社 

    上記の会社については、連結純損益及び連結利益剰余金等に及ぼす影響が乏しく、かつ全

体としても重要性がないため、これらの会社に対する投資については持分法を適用せず、

原価法により評価しております。 

 

 (3)連結子会社の事業年度等に関する事項 

   決算日が連結決算日と異なる連結子会社は次のとおりです。 

なお、当連結計算書類の作成にあたって、連結決算日との間に生じた重要な取引を調整し   

た上でその決算日の計算書類を使用しております。 

会社名 決算日 

森永ﾆｭｰﾄﾘｼｮﾅﾙﾌｰｽﾞInc. 12月末日

ﾊﾟｼﾌｨｯｸ･ﾆｭｰﾄﾘｼｮﾅﾙﾌｰｽﾞInc. 12月末日

ミライGmbH 12月末日

ｴﾑ･ｴﾑ･ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ･ﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ㈱ 2月末日
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(4)会計処理基準に関する事項 

  ①重要な資産の評価基準及び評価方法 

   イ．有価証券の評価基準及び評価方法 

     その他有価証券 

      時価のあるもの･････････決算日の市場価格等に基づく時価法 

                 （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主

として移動平均法により算定しております。） 

      時価のないもの･････････主として移動平均法による原価法 

 

   ロ．デリバティブ等の評価基準及び評価方法 

     デリバティブ･････････････時価法 

     特定包括信託等･･･････････粉乳中毒事件に関連して、被災者救済事業資金の支出を確

実にすることを目的として設定する粉乳中毒救済基金の特

定包括信託については、その他有価証券に準じて評価して

おります。 

 

   ハ．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

     商品、製品、半製品･･･････主として総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

     原材料、貯蔵品･･･････････主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

 

  ②重要な減価償却資産の減価償却の方法 

   有形固定資産 

（リース資産を除く）･････定額法によっております。 

会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に関する注記 

有形固定資産の減価償却方法の変更 

従来、建物を除く生産設備等の有形固定資産の減価償却については、主として定率法

（一部の事業所、子会社では定額法）を採用しておりましたが、当連結会計年度よりす

べての有形固定資産について定額法に変更しております。 

この変更は、長期ビジョンにおいて、「生産性の抜本的な改革」により生産設備の集

約及びリニューアル促進や「国際競争力の強化」により海外における設備投資の増加が

見込まれる方針を策定したことを契機に有形固定資産の減価償却方法について再検討

した結果、今後の当社及び国内連結子会社の有形固定資産は、耐用年数内で安定的に稼

動することが見込まれることから、より適切な費用配分を行うため有形固定資産の減価

償却方法を定額法に変更することが、使用実態をより正確に反映するものと判断したこ

とによるものであります。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度の営業利益、経常

利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ2,151百万円増加しております。 

 

無形固定資産 

（リース資産を除く）･････主として定額法によっております。 

ただし、販売目的のソフトウェアについては主として販売可能

期間の見積り（３年） に基づく定額法によっており、自社利用
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のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっております。 

 

リース資産 ･････････････リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっ

ております。 

ただし、リース物件の所有権が借主に移転するものと認められ

る以外のファイナンス･リース取引のうち、リース取引開始日が

平成 20 年 3 月 31 日以前のリース取引については、通常の賃貸

借処理に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

③重要な引当金の計上基準 

   貸倒引当金･･･････････････売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権につい

ては主として貸倒実績率により計上し、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。 

  ④重要なヘッジ会計の方法 

   イ．ヘッジ会計の方法 

           金利スワップについて、金融商品会計に係る会計基準に定める特例処理の要件を満たし

ており、この特例処理によっております。 

また、為替予約について、外貨建予定取引について振当処理を行っております。 

   ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

           当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであり

ます。 

      ヘッジ手段･･････金利スワップ、為替予約 

      ヘッジ対象･･････借入金の利息、製品輸入による外貨建金銭債務及び外貨建 

              予定取引 

   ハ．ヘッジ方針 

     権限規定に基づき、金融市場の金利変動リスク及び為替変動リスクの対応手段として、

デリバティブ取引を実施しております。 

   ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

金利スワップについては特例処理によっており、有効性の評価を省略しております。 

また、為替予約については当該取引の過去の実績及び今後の予定などを勘案し、実行可

能性があることを検証することにより有効性の評価を行っております。 

  

  ⑤のれんの償却方法及び償却期間   

    のれんの償却については、その効果が発現すると見積られる期間（計上後 20 年以内）で

均等償却しております。ただし、その金額に重要性が乏しい場合には、発生会計年度に全

額償却しております。 

 

  ⑥退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付に係る負債または退職給付に係る資産は、従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を計上し

ております。 

過去勤務費用については、発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により均等償

却を行っております。 
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数理計算上の差異については、発生年度における従業員の平均残存勤務期間による定額法

により、翌連結会計年度から費用処理することとしております。 

未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資

産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しておりま

す。 

 

⑦その他連結計算書類作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

２．会計方針の変更 

  退職給付に関する会計基準等の適用 

   当連結会計年度末より、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年 

５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指 

針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」とい 

う。）を適用しております。（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針 

第 67項本文に掲げられた定めを除く。）これにより、退職給付債務から年金資産の額を控除 

した額を退職給付に係る負債または退職給付に係る資産として計上する方法に変更し、未認識 

数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに 

従っており、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の 

退職給付に係る調整累計額に加減しております。 

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が 12,458 百万円、退職給付に

係る資産が1,367百万円計上されるとともに、その他の包括利益累計額が889百万円減少して

おります。 

 

３．表示方法の変更に関する注記 

 （連結損益計算書） 

   前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「投資有価証券売却益」は、金額的重 

要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、特別利益の「その他の特別利益」に含めて表 

示しております。 

 

４．連結貸借対照表に関する注記 

 (1)担保に供している資産及びこれに対応する債務 

   次の有形固定資産を短期借入金 190 百万円、長期借入金（一年以内返済予定含む）15,538

百万円の担保に供しております。 

科目 金額 

土地 2,929百万円

建物及び構築物 20,152百万円

機械装置及び運搬具 3,548百万円

合計 26,629百万円

また、投資有価証券のうち10百万円を宅建業営業保証金として担保に供しております。 

    

 (2)有形固定資産の減価償却累計額           299,587百万円 
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５．連結損益計算書に関する注記 

(1)たな卸資産の帳簿価額の切下げに関する注記 

期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上

原価に含まれております。なお、以下の金額は戻入額と相殺した後のものであります。 

                       58百万円 

 

(2)固定資産の減損に関する注記 

  当連結会計年度において、以下の資産について減損損失を計上しております。 

 場所 用途 種類 
減損損失 

（百万円） 

高松市 遊休資産 土地 5

福井市 

（森永北陸乳業㈱ 

 福井工場） 

遊休資産 建物、構築物及び機械装置等 208

静岡市 

（清水乳業㈱） 
遊休資産 

土地、建物、構築物及び機械装

置等 
771

計   984

   当社グループは、事業用資産については管理会計上の事業区分を基本とし、賃貸資産及び遊

休資産については個別物件ごとにグルーピングを行っております。上記資産は遊休状態となり、

今後の使用見込みもないため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失（984

百万円）として特別損失に計上いたしました。 

   その内訳は、建物及び構築物239百万円、機械装置376百万円、土地365百万円、その他資

産３百万円であります。 

   なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、この評価額は、土地については路

線価による相続税評価額または売却見込価額を基に算定し、その他の資産については零として

評価しております。 

 

６．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

 (1)発行済株式の総数に関する事項 

   普通株式 253,977,218株 

 

 (2)剰余金の配当に関する事項 

  ①平成25年６月27日開催の定時株主総会決議による配当に関する事項 

    株式の種類     普通株式 

配当の総額     1,728,680,282円 

    １株当たり配当額  ７円 

    基準日       平成 25年３月31日 

    効力発生日     平成 25年６月28日 

 

  ②基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

   平成26年６月27日開催予定の定時株主総会において、次のとおり付議いたします。 

    株式の種類     普通株式 

配当の総額     1,728,938,232円 

配当の原資     利益剰余金 

    １株当たり配当額  ７円 
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    基準日       平成 26年３月31日 

    効力発生日     平成 26年６月30日 

 

(3)新株予約権に関する事項 

  ①平成17年６月29日開催の定時株主総会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              47個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 47,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

  

  ②平成18年７月27日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              47個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 47,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

③平成19年７月27日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              58個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 58,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

④平成20年７月10日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              69個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 69,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

⑤平成21年７月10日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              107個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 107,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

⑥平成22年７月12日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              107個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 107,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

⑦平成23年７月11日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              108個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 108,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

⑧平成24年７月11日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              108個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 108,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 
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 ⑨平成25年７月12日開催の取締役会決議による新株予約権 

    新株予約権の数              102個 

    新株予約権の目的となる株式の種類及び数  普通株式 102,000株 

    新株予約権の行使時の払込金額       １株当たり１円 

 

７．金融商品に関する注記 

(1)金融商品の状況に関する事項 

①金融商品に対する取組方針 

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定しております。また、資金調

達については銀行借入れによる間接金融のほか、社債やコマーシャル・ペーパーの発行によ

る直接金融により行っております。デリバティブは、為替及び金利変動リスクを回避するた

めに利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。 

 

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクにさらされております。当該リ

スクに関しては、与信及び債権管理規程に従い取引先ごとの期日管理及び残高管理を行って

おります。 

投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクにさらされておりますが、主に業務上

の関係を有する企業の株式であり、定期的に時価を把握し管理しております。 

支払手形及び買掛金、預り金は、主に支払期日が１年以内の営業債務であります。 

短期借入金、コマーシャル・ペーパーは主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金、

社債及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達

を目的としたものです。変動金利の借入金は、金利の変動リスクにさらされておりますが、

このうち長期のものについてはおおむね、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化

を図るために、個別契約ごとにデリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段として

利用しております。 

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権債務及び予定取引に係る為替の変動リスクに対

するヘッジ取引を目的とした先物為替予約取引、借入金に係る支払金利の変動リスクに対す

るヘッジ取引を目的とした金利スワップ取引であります。デリバティブ取引の執行・管理に

ついては、取引権限を定めた社内規程に従って行っており、また、デリバティブ取引の利用

にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付けの高い金融機関とのみ取引を行ってお

ります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性

の評価方法等については、前記（3頁）の「１．連結計算書類の作成のための基本となる重

要な事項 (4)会計処理基準に関する事項 ④重要なヘッジ会計の方法」に記載のとおりで

あります。 

また、営業債務や借入金は、流動性リスクにさらされておりますが、当社グループでは各

社が月次に資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。 
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(2)金融商品の時価等に関する事項 

平成 26 年３月 31 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりです。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含

まれておりません。（後記（注４）を参照ください） 

  （単位：百万円）

  連結貸借対照 時価  差額 

  表計上額 （注３）    

①現金及び預金 7,383 7,383  -

②受取手形及び売掛金   （注１）   51,552 51,552  -

③投資有価証券（注４）   

    その他有価証券  11,967 11,967  -

資産合計 70,903 70,903  -

④支払手形及び買掛金 59,068 59,068  -

⑤短期借入金 6,194 6,194  -

⑥預り金 19,733 19,733  -

⑦社債 45,040 45,704  664

⑧長期借入金 34,298 35,049  750

負債合計 164,334 165,749  1,414

⑨デリバティブ取引 （注２） 110 110  -

（注１）受取手形及び売掛金に対応する貸倒引当金を控除しております。 

（注２）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正

味の債務となる場合は（ ）で示すこととしております。 

（注３）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 

①現金及び預金 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

②受取手形及び売掛金 

     これらの時価は、連結決算日における連結貸借対照表計上額から貸倒引当金を控除した

金額に近似していることから、当該金額によっております。 

③投資有価証券 

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は市場価格によってお

ります。 

④支払手形及び買掛金、⑤短期借入金、⑥預り金 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

⑦社債 

当社の発行する社債の時価は、市場価格によっております。 

⑧長期借入金 

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入れを行った場合に想定

される利率で割り引いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金は

金利スワップの特例処理の対象とされており（後記⑨ロを参照ください）、当該金利ス

ワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入れを行った場合に適用さ

れる合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっております。 
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⑨デリバティブ取引 

イ．ヘッジ会計が適用されていないもの 

 為替予約取引については、取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定してお

ります。 

ロ．ヘッジ会計が適用されているもの 

為替予約取引については、取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定してお

ります。 

また、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一

体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載してお

ります。（前記⑧を参照ください） 

（注４）非上場株式（連結貸借対照表計上額4,056百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キ

ャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認

められるため、「③投資有価証券」には含めておりません。 

 

 

８．資産除去債務に関する注記 

 資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの 

(1)当該資産除去債務の概要及び金額の算定方法 

 定期借地権契約に伴う原状回復義務及びアスベストを除去する義務に関し資産除去債務を

計上しております。資産除去債務の見積りにあたり、使用見込期間は３年から 50 年、割引率

は0.6％から2.3％を使用しております。 

 

(2)当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減 

期首残高 265 百万円 

時の経過による調整額 2 百万円 

その他増加額 5 百万円 

期末残高 273 百万円 

 

 

９．賃貸等不動産に関する注記 

(1)賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社及び一部の子会社では、東京都その他の地域において、賃貸用のオフィスビル等（土地を

含む）を有しております。 

 

(2)賃貸等不動産の時価に関する事項 

（単位：百万円） 

連結貸借対照表計上額 時 価 

30,632 40,480 

（注１）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した

金額であります。 

 （注２）当連結会計年度末の時価は、主として社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基

づく金額を記載しております。 
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10．１株当たり情報に関する注記 

 (1)１株当たり純資産額            486円 84銭 

 (2)１株当たり当期純利益            19円 60銭 

 

 

11．重要な後発事象に関する注記 

  国内無担保普通社債の発行 

  当社は、平成26年２月13日開催の当社取締役会の決議に基づき、次のとおり国内無担保普通 

社債を発行しております。 

① 銘柄            第 12回無担保社債（社債間限定同順位特約付） 

② 発行総額          金 5,000百万円 

③ 発行年月日         平成 26年５月８日 

④ 発行価額          各社債の金額100円につき金100円 

⑤ 利率            年 0.324％ 

⑥ 償還期限および償還方法   平成31年５月８日に総額を償還 

⑦ 使途            社債償還資金等 

 

① 銘柄            第 13回無担保社債（社債間限定同順位特約付） 

② 発行総額          金 10,000百万円 

③ 発行年月日         平成 26年５月８日 

④ 発行価額          各社債の金額100円につき金100円 

⑤ 利率            年 0.884％ 

⑥ 償還期限および償還方法   平成36年５月８日に総額を償還 

⑦ 使途            社債償還資金等 

 

 

12．その他の注記 

   記載金額の表示単位未満の処理につきましては、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利

益については四捨五入し、その他の項目については切り捨てております。 
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個別注記表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 (1)有価証券の評価基準及び評価方法 

   子会社及び関連会社株式･･･移動平均法による原価法 

   その他有価証券 

    時価のあるもの･････････期末日の市場価格等に基づく時価法 

               （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定しております。） 

    時価のないもの･････････移動平均法による原価法 

 

 (2)デリバティブ等の評価基準及び評価方法 

   デリバティブ･････････････時価法 

   特定包括信託等･･･････････粉乳中毒事件に関連して、被災者救済事業資金の支出を確実に

することを目的として設定する粉乳中毒救済基金の特定包括信

託については、その他有価証券に準じて評価しております。 

 

 (3)たな卸資産の評価基準及び評価方法 

   商品、製品、半製品･･･････総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法） 

   原材料、貯蔵品･･･････････移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法） 

 

 (4)固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

（リース資産を除く）･････定額法によっております。 

会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に関する注記 

有形固定資産の減価償却方法の変更 

従来、建物を除く生産設備等の有形固定資産の減価償却については、主として定率

法（一部の事業所では定額法）を採用しておりましたが、当事業年度よりすべての有

形固定資産について定額法に変更しております。 

この変更は、長期ビジョンにおいて、「生産性の抜本的な改革」により生産設備の

集約及びリニューアル促進や「国際競争力の強化」により海外における設備投資の増

加が見込まれる方針を策定したことを契機に有形固定資産の減価償却方法について

再検討した結果、今後の当社の有形固定資産は、耐用年数内で安定的に稼動すること

が見込まれることから、より適切な費用配分を行うため有形固定資産の減価償却方法

を定額法に変更することが、使用実態をより正確に反映するものと判断したことによ

るものであります。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当事業年度の営業利益、経常利

益及び税引前当期純利益はそれぞれ1,808百万円増加しております。 
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無形固定資産 

（リース資産を除く）･････定額法によっております。 

ただし、販売目的のソフトウェアについては販売可能期間の見

積り（３年） に基づく定額法によっており、自社利用のソフト

ウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法によっております。 

 

リース資産 ････････････ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっ

ております。 

ただし、リース物件の所有権が借主に移転するものと認められ

る以外のファイナンス･リース取引のうち、リース取引開始日

が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃

貸借処理に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

 (5)引当金の計上基準 

   貸倒引当金･･･････････････売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により計上し、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して

おります。 

   退職給付引当金･･･････････従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき、当期末において発生している

と認められる額を計上しております。 

                                過去勤務費用については、発生時の従業員の平均残存勤務期間

による定額法により均等償却を行っております。 

                数理計算上の差異については、発生年度における従業員の平均

残存勤務期間による定額法により、翌期から費用処理すること

としております。 

                 

 (6)ヘッジ会計の方法 

  ①ヘッジ会計の方法 

          金利スワップについて、金融商品会計に係る会計基準に定める特例処理の要件を満たして

おり、この特例処理によっております。 

          また、為替予約について、外貨建予定取引について振当処理を行っております。 

  ②ヘッジ手段とヘッジ対象 

          当期にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。 

     ヘッジ手段･･････金利スワップ、為替予約 

     ヘッジ対象･･････借入金の利息、外貨建予定取引 

  ③ヘッジ方針 

権限規定に基づき、金融市場の金利変動リスクの対応手段として、デリバティブ取引を実

施しております。 

  ④ヘッジ有効性評価の方法 

    金利スワップについては特例処理によっており、有効性の評価を省略しております。 

また、為替予約については同一通貨で同一金額、同一期日の為替予約を締結しており、そ

の後の為替相場の変動による相関関係が確保されているため、有効性の評価を省略してお

ります。 
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 (7)消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 

２．表示方法の変更に関する注記 

（損益計算書） 

   前事業年度まで「その他の特別損失」に含めて表示しておりました「関係会社株式評価損」

は、金額的重要性が増したため、当事業年度より、区分掲記しました。 

 

 

３．貸借対照表に関する注記 

 (1)担保に供している資産及びこれに対応する債務 

      次の有形固定資産を長期借入金（一年以内返済予定含む）6,666百万円の担保に供しており

ます。 

科目 金額 

土地 34百万円

建物 10,119百万円

合計 10,153百万円

    また、投資有価証券のうち10百万円を宅建業営業保証金として担保に供しております。 

 

 (2)有形固定資産の減価償却累計額     217,151百万円 

 

 (3)保証債務 

     関係会社の銀行借入等に対する債務保証及び保証予約 

    債務保証               937百万円 

    保証予約                 916百万円 

 

 (4)関係会社に対する金銭債権債務 

    短期金銭債権           36,886百万円 

    長期金銭債権           10,359百万円 

    短期金銭債務           47,141百万円 

 

 

４．損益計算書に関する注記 

 (1)関係会社との取引高の総額 

   関係会社に対する売上高       112,818百万円 

   関係会社からの仕入高       102,898百万円 

   関係会社との営業取引以外の取引高    9,064百万円 

 

(2)たな卸資産の帳簿価額の切下げに関する注記 

   期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上

原価に含まれております。なお、以下の金額は戻入額と相殺した後のものであります。 

         64百万円 
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(3)固定資産の減損に関する注記 

 当期において、以下の資産について減損損失を計上しております。 

 場所 用途 種類 
減損損失 

（百万円） 

高松市 遊休資産 土地 5

   当社は、事業用資産については管理会計上の事業区分を基本とし、賃貸資産及び遊休資産に

ついては個別物件ごとにグルーピングを行っております。上記資産は遊休状態となり、今後の

使用見込みもないため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失（５百万円）

として特別損失に計上いたしました。 

   なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、上記資産については路線価による

相続税評価額を基準として算定し、評価しております。 

 

 

５．株主資本等変動計算書に関する注記 

 当期末日における自己株式の数は以下のとおりであります。 

株式の種類 当期首株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数 

普通株式 7,022,892株 41,031株 77,881株 6,986,042株

 （注1）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取り請求によるものであります。 

（注2）自己株式の数の減少は、単元未満株式の買増し請求による減少881株及びストックオプ

ションの行使による減少77,000株によるものであります。 

 

 

６．税効果会計に関する注記 

 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は以下のとおりであります。 

   

繰延税金資産  

 退職給付引当金 2,113百万円 

 退職給付信託 334百万円 

 その他有価証券等時価会計評価損 2,009百万円 

 未払賞与 1,424百万円 

 未払費用 1,482百万円 

 減価償却費 338百万円 

 繰延資産 64百万円 

 貸倒引当金 846百万円 

 その他 1,116百万円 

  繰延税金資産小計 9,729百万円 

 評価性引当額 △3,023百万円 

  繰延税金資産合計 6,706百万円 

   

繰延税金負債  

 固定資産圧縮記帳積立金 △3,352百万円 

 その他有価証券評価差額金 △2,057百万円 

 その他 △32百万円 

  繰延税金負債合計 △5,442百万円 

  繰延税金資産の純額 1,263百万円 
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７．リースにより使用する固定資産に関する注記 

 (1)リース物件の取得原価相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額 

 取得原価相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額 

機械装置 710百万円 556百万円 154百万円

  （注）取得原価相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める割合

が低いため、支払利子込み法により算定しております。 

 

 (2)未経過リース料期末残高相当額 

１年以内 51百万円

１年超 103百万円

合計 154百万円

  （注）未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高

等に占める割合が低いため、支払利子込み法により算定しております。 

 

８．資産除去債務に関する注記 

 資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの 

(1)当該資産除去債務の概要及び金額の算定方法 

 アスベストを除去する義務に関し資産除去債務を計上しております。資産除去債務の見積り

にあたり、使用見込期間は３年から45年、割引率は0.6％から2.3％を使用しております。 

 

(2)当期における当該資産除去債務の総額の増減 

期首残高 77 百万円 

時の経過による調整額 0 百万円 

その他増加額 5 百万円 

期末残高 83 百万円 

 

９．関連当事者との取引に関する注記 

 子会社 

名称 

議決権の数 

関連当事者

との関係 
取引の内容

取引金額 

（百万円） 
科目 

期末残高

（百万円）
所有割合 

（％） 

被所有

割 合

（％）

㈱シェフォーレ 
直接66.6 

間接 33.4 
－ 資金の貸付

資金の貸付

（注１） 

 66 

（注２） 
短期貸付金 3,488

エム・エム・プ

ロパティ・ファ

ンディング㈱ 

－ － 資金の貸付
資金の貸付

（注１） 

－ 

（注２） 
長期貸付金 10,000

㈱デイリーフー

ズ 

直接90.0 

間接 10.0 
－ 資金の預り

資金の預り

（注１） 

662 

（注２） 
預り金 9,032

㈱クリニコ 
直接

100.0 
－ 

資金の預り

役員の兼任

資金の預り

（注１） 

1,014 

（注２） 
預り金 5,185

取引条件及び取引条件の決定方針 

（注１）資金の貸付及び預りについての利率は、市場金利を勘案して合理的に決定しております。 

（注２）取引金額には期中の純増減額を記載しております。 
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10．１株当たり情報に関する注記 

 (1)１株当たり純資産額         338円 44銭 

 (2)１株当たり当期純利益         13円 47銭 

 

11．重要な後発事象に関する注記 

 国内無担保普通社債の発行 

  当社は、平成26年２月13日開催の当社取締役会の決議に基づき、次のとおり国内無担保普通 

社債を発行しております。 

① 銘柄            第 12回無担保社債（社債間限定同順位特約付） 

② 発行総額          金 5,000百万円 

③ 発行年月日         平成 26年５月８日 

④ 発行価額          各社債の金額100円につき金100円 

⑤ 利率            年 0.324％ 

⑥ 償還期限および償還方法   平成31年５月８日に総額を償還 

⑦ 使途            社債償還資金等 

 

① 銘柄            第 13回無担保社債（社債間限定同順位特約付） 

② 発行総額          金 10,000百万円 

③ 発行年月日         平成 26年５月８日 

④ 発行価額          各社債の金額100円につき金100円 

⑤ 利率            年 0.884％ 

⑥ 償還期限および償還方法   平成36年５月８日に総額を償還 

⑦ 使途            社債償還資金等 

 

12．その他の注記 

   記載金額の表示単位未満の処理につきましては、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利

益については四捨五入し、その他の項目については切り捨てております。 

 

以 上  
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